
 

 

令和 6年度 第 2回上越市社会教育委員・上越市立公民館運営審議会委員会議  

 

次 第 

 

日 時：令和 6年 7月 25 日（木） 

      午前 10 時～11時 20 分    

場 所：上越市福祉交流プラザ 2階 

第 1会議室        

 

 

１ 開 会 

 

２ 委員長挨拶 

 

３ 議 事  

⑴ 令和 7年度社会教育の方針作成について（5 分）           資料№1 

 

⑵ 社会教育委員による事業評価について（10 分）            資料№2 

 

⑶ 第 64回関東甲信越静公民館研究大会新潟大会について（5分）          資料№3 

 

⑷ その他   

・金谷地区公民館新築工事について（5 分）                              

・今後の会議等の日程について（5 分）                資料№4 

・上社連総会・研修会・情報交換会について（報告）（15 分） 

・県社会教育委員等研修会について（報告）（15 分） 

・生涯学習現地研修会について（情報共有）（20分） 

 

４ 閉 会 

 

 

※会議終了後、金谷地区公民館新築工事現場の見学を行います。（午前 11時 30 分～12 時） 

  

 



令和６年度 社会教育の方針（社会教育課） 

 

1 

 

【現状と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【目指す姿】 

 

 

 

 

【社会教育課の取組方向（重視する視点）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 6年度の重点事業】 

（多様な学習機会の提供）   

○市民の価値観の多様化、少子高齢化に伴う人口減少や担い

手不足が著しい。また、多様化する人権問題・同和問題な

ど、地域における現代課題に対して、各種団体等と連携・

協力しながら解決を図る社会基盤の構築が求められてい

る。 

○個人の学びの要望に応えるとともに、生涯を通して学び、

活躍できる担い手となるよう、地域の魅力ある資源を活用

した地域づくり等、社会の要請に基づく学習機会の提供の

ほか、参加者の固定化及び事業のマンネリ化に対応した取

組が必要である。  

○課題解決のアイディアや気づきとなるような講座を、地域

の団体と連携して実施する必要がある。 

○【新規】部活動の地域移行の取組が本格化し、令和 8年度

からの実施に向けた取組を進めていく必要がある。 

（地域ぐるみの教育の推進） 

○地域社会の連帯意識の希薄化等により、地域の教育力が低

下し、家庭教育を支える仕組みや環境が大きく変化してい

る。 

○22の地域青少年育成会議では、各地域の状況に応じた活動

を行っているが、学校との関係や事業のあり方に課題が生

じている地域もあることから、支援が必要である。また、

地域学校協働活動推進員（地域コーディネーター）の高齢

化・担い手不足が生じている。 

○高等学校での不登校や社会人となる段階での不適応など、

若者が自立していく中で、つまずき、ひきこもりになる状

況が見られる。未来ある若者が社会的に孤立しないよう、

義務教育終了後も途切れることなく、自立に向けて支援す

る活動を推進する必要がある。 

 

（施設管理・整備） 

○【新規】デジタル化の進展に伴い、より一層行政サービス

の高度化が求められていることから、所管施設の ICT 環境

を整備する必要がある。 

○公民館は、住民の学びやまちづくり活動を支える拠点とな

る施設である。また、職員が常駐する地区公民館は、子ど

もたちの居場所にもなっている。引き続き、住民が学びや

すい環境を作っていく必要がある。 

○公民館など所管する多くの施設は老朽化が進み、多額の経

費負担が生じていることから、適切な維持管理や利用実態

に合わせた管理の見直しを検討する必要がある。 

 

施設管理・整備 
【事業内容】 
○施設の適正管理と適正配置の取組推進 
・【新規】社会教育活動の質の向上や、施設の利便性の向上のた
め、所管施設のインターネット環境を整備する。 

・利用者が安全に安心して利用できる適切な施設の維持管理運営を
実施する。 

・金谷地区公民館の移転整備を遅滞なく実施する。 
・公の施設の適正配置計画により整理が必要な施設について、将来
を見据えた協議の実施。 

 ・上越科学館のより良い企画・展示が実施できるよう管理運営をする。 

＜＜第 7次総合計画・第 3次総合教育プラン＞ 

5-3-1-1 多様な学習機会の充実 5-3-1 多様な学びの推進 
プラン 3 多様な学びの推進 

 

多様な学習活動の推進・多様な学習機会の充実 
【事業内容】 
○人権教育、同和教育の推進 
・人権意識を高めるための学習機会の充実を図る。 
○郷土を愛する心の育成 
・ふるさと上越の豊富な地域資源や人材を活用した謙信 KIDS プロ
ジェクトの実施 

○未来を拓く人づくり 
・【新規】地域の多様な文化団体と連携した地域クラブフェアの開催
など、文化部活動の地域移行の取組推進と生涯学習活動の活性化 

○地域・現代課題に対応する取組の推進 
・各地区公民館において、地域の課題解決の気付きとなるような講
座を地域と連携して実施。 

○どのような社会状況下であっても、市民の主体的な学びの意欲・
関心が高まるよう、公民館での多様な取組を通じた、人づくり、
地域づくりの推進。 

＜第 7次総合計画・第 3次総合教育プラン＞  
3-1-1 人権・多様性の尊重、5-3-1-1 多様な学習機会の充実、 
5-3-1-2 多様な学習活動の推進  
プラン 3 多様な学びの推進 プラン 6 人権・多様性の尊重 

「学びの輪が 人をはぐくみ 地域をつなぐ」 

【取組方向①】 

○【新規】住民の身近な学びの場、子どもの居場所として

の環境を維持するとともに、ICT 環境の整備を進める。 

○施設の実態や利用状況を踏まえ、維持管理や計画的な整

備を進め、学ぶ環境の充実を図る。 

○公の施設の適正配置計画に基づいた取組を進める。 

○多様な学習ニーズに対応するため、地域の資源や人材、NPO

等の民間団体の取組と連携し、主体的な学びのきっかけと

なる学習機会の提供や学ぶ環境の充実を図る。 

○参加者同士が学び合い、互いに高め合えるよう支援すると

ともに、市民に学びの輪が広まり学習の成果が幅広くいか

されるよう、学びが循環する地域づくりを推進する。 

○【新規】文化部活動の地域移行の取組を通じて、子どもと

地域の文化・生涯学習団体が共に活動する環境づくりを推

進する。 

○一人一人が大切にされる社会となるよう、人権教育、同和

教育を推進する。 

○学校・家庭・地域が一体となって子どもの健全育成を推進

し、郷土愛の醸成を図る。 

○地域青少年育成会議や地域団体の活動を支援するととも

に、持続可能な青少年教育活動体制を整えるため、公民館

等と連携する仕組みづくりを進める。 

○地域学校協働活動推進員の取組を周知するなど、「地域の

子どもは地域で育てる」意識の醸成を図るとともに担い

手の確保に努める。 

○義務教育終了後に困難を抱える若者の自立に向けた支援

を進め、若者の居場所（Fit）を中核とする若者及び保護

者への支援を充実させる。 

家庭・地域・学校が一体となった子どもの健全育成 
【事業内容】 
○家庭・地域の教育力向上 
・家庭教育支援講座、親子活動講座等の実施 
○青少年の育成支援活動の推進 
・地域青少年育成会議の訪問を通じた各地域の状況把握と課題に応
じた支援 

・地域青少年育成会議と公民館との事業連携の推進 
・市ホームページ等の SNS や広報紙等を通じた地域青少年育成会議
や地域学校協働活動推進員の活動周知 

○若者育成支援の取組の充実 
・若者の居場所(Fit)の周知と活用の促進 
・親の会の開催による保護者支援の充実 
・関係機関・団体と連携した支援の推進 

＜第 7次総合計画・第 3次総合教育プラン＞ 
5-2-2-1 全ての子どもの学びの保障 
5-3-1-1 多様な学習機会の充実 
5-3-1-2 多様な学習活動の推進 
プラン 3 多様な学びの推進 

多様な学習活動の推進 
多様な学習機会の充実 

家庭・地域・学校が一体となった子
どもの健全育成 

【取組方向②】 

施設管理・整備 【取組方向③】 

資料№1-1 



人を
はぐくむ

市民の
学びの輪

地域を
つなぐ

＜５つの事業の柱＞

＜目指す姿＞

学びの輪が 人をはぐくみ 地域をつなぐ

＜５つの事業の柱＞

社会教育事業を5つの視点で取り組むことにより、市民の自己実現の達成や
地域課題等の解決に向けたきっかけづくりなど、主体的な学びを実践する
ための下支えを進めていきます

1 2 3 4 5

市民が身近な学びの場に集い、
わくわくする学びの楽しさを
知り、学びを深め、行動する
循環を生み出します

社会教育事業の
アプローチにより、
上越市の未来を担う
人材を育成します 育成した人材が

課題解決に向けた
行動を起こすことで
地域をつなぎます

上越市の社会教育事業の「学びのグランドデザイン」

青少年(0～18歳)期
6歳 12歳

成人期 高齢期

誰もが生涯にわたって学ぶことができる機会を提供し、主体的な学びへの意欲を
高め、交流の輪を広げる01 学びのきっかけづくり (4事業)

生涯学習情報の提供

趣味・教養講座

体育・レクリエーション講座

出前講座

02 未来をひらく人づくり (6事業)
地域での学びや地域との関わりを通じて、主体的に学ぶことの楽しさや喜びを
知り、子どもたちのチャレンジ精神とふるさとへの愛着を育てる

青少年教育活動事業

夏休み☆子どもつどいのひろば

こうみんかんキッズフェスタ

謙信KIDSプロジェクト

部活動の地域移行（生涯学習の推進）

学び愛フェスタ（生涯学習の推進）

03 人をはぐくむ家庭環境づくり (5事業) 家庭、学校、地域が連携し、ともに学び、子どものすこやかな育ちを支える

家庭教育支援講座、親子活動講座

地域学校協働活動推進員の活動（育成会議支援）

上越市小中学校PTA連絡協議会支援

子ども交流活動支援 二十歳を祝うつどい

地域や社会の課題を踏まえた
地域づくり (6事業)

ふるさと未来づくり事業

地域課題や現代課題を学び、課題解決に向けた意識を高めることにより、
豊かな地域社会づくりにつなげる

小・中学生学習会 社会同和教育・人権教育

若者の居場所「Fit」の運営を通じた
義務教育終了後の支援と支援ネットワークの構築

街頭指導、特別街頭指導の実施

地域・現代課題講座

05 行動する人への支援 (5事業※再掲1)
芸術・文化に親しむ場の提供や、意欲を持って行動する人・団体を支援すること
により、持続可能な活動と未来への学びの輪をつなげる

(再掲)ふるさと未来づくり事業

分館事業、ボランティア活動、団体・サークルや地域活動への支援、生涯学習フェスティバル

市展、県展の開催

市民芸能祭の開催

後援、共催による事業支援

＜令和6年度 事業分類＞

1

2

3

4

5

＜基本方針＞
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令和 6年度 社会教育委員による事業訪問について 

 

１ 実施目的 

  社会教育課で実施する社会教育事業について、社会教育委員・公民館運営審議会委員から参加

してもらい、事業に対する意見や提案を寄せていただく。寄せられた意見等を今後の事業計画や

運営に反映させるなどして、より充実した社会教育事業の展開を図る。 

 

２ 対象事業 

  ・各種公民館事業、社会教育事業（市展、生涯学習フェスティバル、謙信 KIDS プロジェクト

など）  対象事業を限定しない。 

  

３ 事業訪問の流れ 

① 【社会教育課】各種公民館事業、社会教育事業の日程等を定期的に郵送する配布物と合わ

せてお知らせするほか、市ホームページ等で情報収集いただけるよう準備を進める。 

② 【委員】各自興味のある分野の公民館事業や社会教育事業の日程を確認し、事業実施日の 

1 週間前までに、訪問事業を社会教育係へ連絡する。（メール、電話、Fax） 

③ 【委員】事業訪問を実施。（社会教育委員の名札着用） 

④ 【委員】裏面「令和 6年度社会教育委員による事業訪問 意見等報告シート」により、意見・

提案を事業訪問参加後 1 ヶ月以内を目安に市へメール・Fax・郵送・持参のいずれかの方

法で報告する。 

⑤ 【市】いただいた意見・提案を今後の事業計画や運営に反映できるよう検討する。 

     

４ その他 

  ・参加を強制としない。 

・裏面「令和 6 年度社会教育委員による事業訪問 意見等報告シート」の提出を受けて、自宅

から事業開催会場までの距離に応じた交通費（22 円/㎞）を口座振込で支給します。 

  ・市民として申込・参加した場合も、意見・提案等ありましたら、任意の様式で報告をお願い

します。（交通費の支給なし） 

資料№2-1 
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令和6年度 社会教育委員による事業訪問 意見等報告シート 
 

 

 

 

※ 評 価（◎：とてもよい  ○：おおむねよい  △：改善する点がある  ×：改善すべき） 
 

●お手数ですが、記入後社会教育係へシートを提出ください。（メール、ＦＡＸ、郵送、持参のいずれかの方法でお願いします。） 

●コメントは、該当欄に収まる程度の量で結構です。 

事 業 名  講 座 名  

開 催 日  委 員 名  

№ 項目 
評価

（※） 
意見・提案 

１ 
目的に対して、活動内容は適切で

あるか 
  

 

  

 

２ 講座全体の雰囲気   

 

  

 

３ 
参加者の様子、取り組む姿勢 

（受講中の表情など） 
  

 

  

 

 

４ 全体を通しての感想及び意見（自由記述欄）  

  

 

 

  

  

  

  

  

  

 
 

 

【提出先】 

〒942-8563 

 上越市下門前1770 教育プラザ内 

 上越市教育委員会社会教育課 社会教育係 

  電話：545-9245、FAX：545-9272 

   メール:shakaikyouiku@city.joetsu.lg.jp 

 



令和6年度　社会教育委員による事業評価

全体を通しての感想及び
意見（自由記述欄）

評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント コメント

1
野鳥かんさつ教室
【清里地区公民館
事業】

　地域の豊かな自然
に生息する野鳥につ
いて学ぶことで地域
の良さを再発見す
る。また、幅広い年
代の方と触れ合い交
流を深める。

R6.4.29（月・
祝）

坊ケ池周辺

・地域の豊かな自然
を散策し生息する野
鳥について学んだ。
実際に野鳥の鳴き声
や姿を通してこの時
期にどのような種類
の野鳥が生息・活動
しているか最後のま
とめの時間で確認し
た。
・野鳥だけでなく植物
や昆虫等についても
学んだ。

34 〇 〇 〇

　鳥だけでなく、植物、小
動物、その他の話も聞くこ
とで、興味がますますそそ
られた様である。

・野鳥の観察であれば、9:00～11:15という時間帯が適切であるかどうか疑
問である。最近の日中の気温の高さを考えると猶更である。開始時刻は
早い方が良い。
・今回はこども8人、担当者並びに指導者を含めて34人という大人数のグ
ループで活動した。指導者・指導補佐との事前連絡をしっかり取っておくと
良かった。具体的には、受付等開始前の段取り。集団が長くなることも当
然予測できたことから、指導説明等できる人の配置等。
・よく見られる鳥については、簡単な小冊子を作成して配るなどした方が良
い。県愛鳥センター等の資料活用可。
・まとめの時間を京ヶ岳山荘内で行ったのは、良かった。
・星のふるさと館の指導員から協力を得たことで大いに助かっていた。

・開始時間は、次回に向けて検討する。
・参加対象者の範囲を昨年度から拡大し
たことにより、大人数での開催となり受付
等の対応に不手際があった。次回以降
の運営について事前準備をしっかりして
いく。
・配布資料については参考にさせていた
だき検討したい。

2

暮らしに役立つ消
防局見学
【板倉地区公民館
事業】

　地域を守る消防施
設を実際見て体験す
ることにより、いざと
いう時の対応を学
び、今後の生活に役
立てる。

R6.7.10（水）
上越地域消
防局

　施設見学のほか、
緊急事態時に落ち着
いて行動できるよう、
119番のかけ方を体
験したり、消火器を
実際に手にして放水
する消火訓練を行っ
た。濃煙部屋では、
姿勢は低く、口には
ハンカチ等を学ん
だ。

14 ◎

・日頃　体験できない消防
署内を見学でき、署員の
活動状況を目にすることが
できた。
・消火器の扱い方を体験で
きた。

◎

　署員の説明を受け、救急
への対応や火災での注意
事項を確認しながら署内を
見学していた。

◎

・普段から活動をしている
お仲間らしく、冗談も交わ
しながら移動もスムーズに
出来ていた。質問も幾つか
されていた。
・階段の上り下りも心配な
く動けていた。

・地震災害のあったばかりの時期で、皆の関心が高いときにちょうどよい
企画だったと思います。
・日頃は小学生や幼稚園児への体験講座が多いようですが、中学、高校
の子供たちにも体験する機会があったらいざという時に地域で大いに活躍
してもらえると期待します。
・日中は高齢者のみの時間帯があると思いますが、移動時の手助けなど
出来る事を考えておけたら良いと思います。

・中学生、高校生向けの企画ができるか
検討したい。
・高齢者の移動の問題を含む災害時の
対応や対策について、地域で学び、考え
る機会となるような講座を検討していきた
い。

3

大人の社会科見学
①
【諏訪地区公民館
事業】

小千谷市とzoomで
交流を行い、青苧や
防災について見聞を
広げ、地元の良さを
見直す。また、実際
に小千谷市を訪れる
ことによって学んだ
知識を深める。

R6.7.16（水）
諏訪地区公
民館

　zoomにて小千谷市
公民館久保田館長
より青苧と防災知識
について事前学習を
行った。

10 〇 〇 〇

・ZOOMでの交流について。この方法での交流は今後も様々な講座で活用
できると思う。しかし今回は、初めての試みということから、相手の久保田
館長も含めて、準備不足が否めない。特に、参加者に高齢者が多いこと
から、久保田館長の声が聞き取りにくく、せっかくの質問も、聞こえないが
ゆえに答えられない参加者が多かった。もし、よく聞き取れる状態であった
ら、参加者の意欲はさらに高まったのではないかと思われる。
・青苧についてまた防災についてのそれぞれの話題では、久保田館長の
話しの後に、少しでも、参加者同士で話し合う時間があれば、さらに参加
者の理解が深まったと考える。
・事前学習の設定はとても良い。実際に現地へ視察学習に行く前に、学習
することはとても重要である。

・zoomを用いた交流について、音声が聞
き取りにくいなど準備不足であった点は、
マイクを借りるなどして改善していく。
・zoomを用いた交流は今後様々な講座で
の活用が見込まれるため、今回明らかと
なった問題点について改善を図れるよ
う、他地区公民館とも情報共有を行う。
・他の公民館講座にも言えることである
が、講義後の参加者同士の交流や意見
交換の時間は、参加者の満足度を高め
学びを深める効果も期待されることから、
積極的に取り入れていきたい。

4
春の地域クラブ
フェア

地域における子ども
たちのスポーツ・文
化活動の環境整備
の取組の一環とし
て、子どもたちと地域
で活動するスポーツ
や文化芸術団体との
出会いの場を提供す
る。

R6.5.11（土）
リージョンプ
ラザ上越

 参加団体による活
動紹介ブースの出展
と活動体験、 PR 特
設ステージでの演技
披露、スタンプラリー
による抽選会、キッ
チンカーの出店など

1,560 ◎

 ・定番のスポーツ系はもち
ろん、文化団体のブースも
多く、大変魅力的な内容
だった。
・我が子にどんな習い事が
できそうか、選択の機会を
与えられる素晴らしいフェ
アだった。

◎

  それぞれの良さが随所に
あり、奥の発表会場でも
様々な団体の発表があ
り、終始子どもや親子の笑
顔溢れる場になっていた。

◎

・まずは、このフェアに向け
て各団体への勧誘など、
関係者のご努力に敬意を
表したい。
・どのブースも参観者を楽
しませる様々な工夫や体
験の機会が設けられてい
て、大変良かった。

・どんなフェアなのか、事前知識があまりない中で参加したためか、その充
実ぶりに大変驚かされた。
・ダンスや、バレエ、野球、柔道、剣道、空手などのブースは想像していた
が、なぎなたやカポエラ、スポーツチャンバラや雅楽、将棋にボードゲー
ム、ヨガにプログラミング等、スポーツ26団体、文化22団体が参加する大イ
ベントの充実した会になっていて、非常に多くの刺激をもらえた。
・開場には、大変多くの親子が来場しており、どこも終始笑顔が溢れてい
て、本当に良い出会いの場になっていると感じた。この出会いを、今後、ど
うマッチングして実際に習う状態に持って行くかは、また大変だとは思う
が、上越にこんな学びの場があるという知らしめる場になっている点に本
フェアの大きな存在の意味を感じた。
・偶然に、会場でかつての教え子との出会いもあり、その意味でも参加し
て良かったと思えた会だった。

・今回で 4 回目の開催となるが、参加団
体から開催時間の長さや各団体のブー
ス配置に関する要望があったことから、
次回に向けて検討する 。
・部活動の地域移行により、保護者の負
担を相談できる場がほしいとの声があっ
たため、地域クラブ活動推進室が中心と
なり、保護者からの相談体制を整える。

事業名 ねらい 開催日時
今後の対応など

活動内容
参加
者数

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社会教育委員による事業評価                 　    ※評　価（◎：とてもよい  ○：おおむねよい  △：改善する点がある ×：改善すべき）

開催場所
目的に対して、活動内容は

適切であるか
講座全体の雰囲気 参加者の様子、取り組み姿勢

資料№2-2
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令和6年度　社会教育委員による事業評価

全体を通しての感想及び
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評価 コメント 評価 コメント 評価 コメント コメント
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開催場所
目的に対して、活動内容は

適切であるか
講座全体の雰囲気 参加者の様子、取り組み姿勢
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5
上越市民芸能祭
（民謡・民舞のつど
い）

　芸能学習の成果を
発表する機会を創出
し、市民の活動意欲
の高揚を図るととも
に、市民が芸術や文
化に触れる機会を提
供し、文化活動へ参
加する機運を醸成す
る。

R6.6.9（日）
リージョンプ
ラザ上越

　市内の民謡団体
が、上越市「指定文
化財」に登録されて
いる「八社五社」や、
上越市「地域の宝」
に認定されている
「頚城松坂」「井ノ口
三丈古代詞」など、
日頃の練習成果を
披露した。

500 ◎
　活動成果発表の場に
なっていた。

◎
　発表者が観客でもあり、
熱心に観覧されていた。

◎

　参加者は慣れている様
子で発表が終わると次の
方のために素早く舞台を
空けていた。移動が早かっ
た。

・普段の練習の成果を発表する大事な場であると感じました。
・全てを観覧したわけではありませんが、参加者の皆様は慣れた様子で発
表、移動されていてスムーズに運営されていました。
・当日はアリーナの利用、プールの利用もあり駐車場がほとんど埋まって
いました。空いている場所を見付けるのが大変でした。芸能祭に参加され
る方は比較的年齢が上の方のように見受けましたが、近くに車を留めるこ
とができたのか心配になりました。でもきっとお元気な方ばかりですね。

　引き続き各部門の「つどい」開催を通じ
て、芸能学習の成果発表の機会創出と
市民の活動意欲の高揚と文化活動へ参
加する機運の醸成を図る。

6
上越市民芸能祭
（合唱のつどい）

　芸能学習の成果を
発表する機会を創出
し、市民の活動意欲
の高揚を図るととも
に、市民が芸術や文
化に触れる機会を提
供し、文化活動へ参
加する機運を醸成す
る。

R6.7.14（日）
上越文化会
館

  第37回久比岐野合
唱フェスティバルと合
同で開催し、市内高
校合唱部や平均年
齢が80歳を超える合
唱団など、市内外で
活動する多様な合唱
団体が、日頃の練習
の成果を披露した。

670 〇 〇
　来られるお客様は、毎年
皆さん楽しみに来られる

◎

　出演の皆さんは、年に一
度のお祭りとして、非常に
意気込みを持って参加し
ている。

・上越地区全体のイベントと共催のため、市外からの参加も多く、27団体
の参加を得ての開催となった。
・参加団体の皆さんは、非常にに意気込みを持って準備し、参加されてい
ることを強く感じる。
・その事から、このイベントが地域文化の維持、発展には欠かせないもの
で有ると強く感じている。
・ただ、一方で、市内の小中学校での合唱クラブが、消滅してしまったり、
既存の団体が高齢化で活動を休止したりと、環境は決して楽観視できるも
のではない。
・また、出演者が延べ500人、複数団体を兼ねている人もいるため、実質
は約400人。なのに、客席には、一般来場者を含めても、300人程度しか居
ない。自分の出番だけしか頭にないのか、折角多くの団体の演奏を聴くこ
とが出来る機会なのに、何とも勿体ない。

・引き続き各部門の「つどい」開催を通じ
て、芸能学習の成果発表の機会創出と
市民の活動意欲の高揚、文化活動へ参
加する機運の醸成を図る。
・上越市民芸能祭では、構成員の高齢化
等による参加団体数の減少が見られるこ
とから、上越市民芸能祭協議会と連携し
て、引き続き参加団体の増加に取り組む
ほか、周知方法の見直しを図り、開催を
広く伝えるとともに、一般来場者数の増
加に努める。

7

オーレンわくわく体
験教室
【高田城址公園
オーレンプラザ】

高田城址公園オーレ
ンプラザにあって、通
常は見たり体験した
りすることのない施
設の裏側や設備を
見学・体験する機会
を提供し、広く市民に
施設の存在をアピー
ルすると共にオーレ
ンプラザへの理解を
深めてもらう。

R6.7.13（土）
高田城址公
園オーレンプ
ラザ

  ホールの舞台転
換、客席転換、バッ
クヤードツアーなど、
普段は接する機会の
ない場所やシステム
を見学、体験しても
らった。

16 〇 ◎

  親子共々、普段見ること
がない施設の裏側の動き
を見て、驚きと興味を抱い
ていた。

◎

  先回と異なり、親子同伴
参加として事で、ある程度
目的意識を持っての参加
者がほとんどとなり、それ
ぞれのプログラムに興味
を持って貰えた。

・昨年に続き、今回は2回目。昨年の反省を踏まえ、参加要件やプログラ
ムに工夫を加えた。
・今回は、参加要件を親子同伴という要件にしたこともあり、参加した子供
達は、何かしらの興味を持っての参加となり、プログラムへの参加姿勢は
なかなか良かった。
・また、館内案内の際には、案内説明に対し、子供達より親御さんの興味
を引いた事項もあり、イベントとしては、先ず成功と言って良いと思う。
・プログラムを半日としたことで、時間が足りず、予定を消化できなかった
り、準備作業の不足などの課題も見えたが、職員の負担増という部分は
有るものの、工夫をすることで解消できるので、また次回に期待したい。
・今後の展開としては、もう少し高い年齢層向けの体験教室があっても良
いかなと思う。

高田城址公園オーレンプラザ企画運営
員会において、来年度以降の継続実施
に向けて課題等を整理する。
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第46回　全国公民館研究集会
第64回　関東甲信越静公民館研究大会新潟大会
第74回　新潟県公民館大会

開催地　 新潟県上越市

会　場  【第１日目】 全　体　会：上越文化会館
  情報交換会：デュオ・セレッソ
 【第２日目】 分　科　会：直江津学びの交流館、上越市春日謙信交流館、
  上越文化会館、リージョンプラザ上越、　　 
  高田城址公園オーレンプラザ

【主催】 公益社団法人全国公民館連合会、関東甲信越静公民館連絡協議会、新潟県公民館連合会、　　　　　
 上越市教育委員会、糸魚川市教育委員会、妙高市教育委員会
【主管】 第64回関東甲信越静公民館研究大会新潟大会実行委員会
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令和 6年度  

上越市社会教育委員・上越市立公民館運営審議会委員に関する会議等日程一覧 

 

 

〇現段階での予定になります。 

〇社会教育委員の皆様へは、その都度ご案内させていただきます。 

期 日 会 議 等 名 会 場 等 

【済】 

4 月 26 日(金) 

10:00～11:30 

第 1 回社会教育委員・公民館運営審議

会委員会議 
上越市教育プラザ 

【済】 

5 月 31 日(金) 

13:40～16:15 

上越地区社会教育委員連絡協議会総会 

研修会 （終了後、情報交換会有） 
直江津学びの交流館 

【済】 

6 月 26 日(水) 

13:00～16:15 

新潟県社会教育委員連絡協議会 

社会教育委員等研修会 
長岡市中央公民館 

7 月 25 日（木） 

10:00～12:00 

第 2 回社会教育委員・公民館運営審議

会委員会議 
上越市福祉交流プラザ 

8 月 21 日(水) 

15:00～16:20 
社会同和教育市町村巡回研修会 新井ふれあいホール 

10 月 9 日(水) 

12:30～17:30 

県社会教育研究大会柏崎・刈羽大会 

（終了後、情報交換会有） 
柏崎市市民プラザ 

11 月 7 日（木）～ 

11 月 8 日（金） 

第 64 回 関東甲信越静公民館研究 

大会新潟大会 
上越文化会館ほか 

11 月 26 日(火)  生涯学習現地研修会 上越市 

2 月中旬予定 
第 3 回社会教育委員・公民館運営審議

会委員会議 
上越市教育プラザ 

 

＜関連事業等＞ 

 ・10 月 23 日(水)～25 日(金) 全国社会教育研究大会、関東甲信越静社会教育研究大会 

開催場所：茨城県水戸市 （交通費・宿泊費の支給あり（2 人）） 
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